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〇
台
風
被
害
の
検
証
に
つ
い
て　
　
　
　

 

問　

昨
秋
の
台
風
被
害
は
多
く
の
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。
で
も
同
時
に
私
達
は
「
経

験
」
を
得
る
事
も
出
来
た
と
考
え
ま
す
。 

　

市
で
は
現
在
、
検
証
作
業
を
進
め
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
こ
の
大
変
だ
っ
た
経
験

を
今
後
に
生
か
す
事
を
目
的
に
、
ど
の
様

に
検
証
を
進
め
、
実
を
結
ば
せ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答　

昨
年
の
一
連
の
災
害
対
応
に
お
け
る

検
証
作
業
は
、
災
害
対
策
庁
内
検
討
会
議

に
、
情
報
の
収
集
伝
達
、
避
難
体
制
・
避

難
場
所
運
営
、
停
電
対
策
、
断
水
・
ご
み

処
理
対
策
の
４
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
検

証
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
検
証
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
の
皆
様
や
職
員
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
意
見
等
を
基
に
、
各
部
会
に
お
い
て
、

市
と
し
て
対
処
す
べ
き
課
題
を
抽
出
し
、

原
因
の
追
究
、
課
題
に
対
す
る
対
策
・
対

応
を
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
、
短
期
的
・

中
長
期
的
な
観
点
、
市
民
・
地
域
・
市
役

所
な
ど
の
担
い
手
の
役
割
と
い
っ
た
観
点

か
ら
整
理
し
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
３
月
ま
で
に
、
中
間
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
６
月
頃
ま
で
に
は

最
終
的
に
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
災
害
対

応
に
生
か
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ぜ
ひ
実
り
あ
る
物
と
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
市
民
へ
の
災
害
対
策
の
啓
発
、
井
戸

な
ど
の
情
報
の
共
有
、
自
主
防
災
組
織
と

の
情
報
連
携
も
お
願
い
致
し
ま
す
。　

 

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問　

こ
の
と
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
な
い

日
は
無
く
、
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。
残
念

な
が
ら
既
に
国
内
感
染
期
に
入
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ど
こ
で
罹
患
者
が
出
て
も

お
か
し
く
な
い
。
大
変
な
状
況
で
す
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
え
る
環
境
も
十
分
に
整
っ

て
い
な
い
。
政
府
は
よ
う
や
く
一
昨
日
・

25
日
に
今
件
に
係
る
「
基
本
方
針
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
伝
染
病
等
に
つ
い
て
は
国

が
旗
を
振
る
話
で
す
の
で
市
と
し
て
の

難
し
い
立
場
も
理
解
し
ま
す
。
が
し
か

し
、
私
の
と
こ
ろ
に
も
市
民
か
ら
多
く
の

ご
相
談
を
頂
き
ま
す
。
も
っ
と
も
、
大
網

白
里
市
は
１
月
末
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
注
意
喚
起
を
促
し
た
り
、
市
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
マ
リ
ン
」
を
通
じ
て
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

比
較
的
早
く
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
不
確
定
な
部
分
が
あ
ろ

う
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
市
長
に

伺
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
市
と
し
て
の
動

き
、
そ
し
て
今
後
に
つ
い
て
、
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
心
構

え
、
現
在
の
動
き
、
今
後
の
考
え
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
世
界
的
規
模
で
感
染
の

拡
大
が
続
く
中
で
、
現
段
階
で
国
外
で
約

８
万
人
、
国
内
で
も
１
５
０
名
を
超
え
る

感
染
者
数
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
な
お

そ
の
数
は
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
県
内
に
お
け
る
感
染
者
は
、
こ
れ
ま

で
中
国
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー
関
係
者
及
び

帰
国
者
に
限
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

去
る
２
月
22
日
に
は
、
隣
接
の
千
葉
市
で

中
学
校
の
教
員
の
感
染
が
確
認
さ
れ
る
な

ど
、
先
週
末
か
ら
今
週
に
か
け
、
国
内
に

お
け
る
感
染
が
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
非

常
に
憂
慮
さ
れ
る
状
態
と
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。
現
在
の
処
、
本
市
内
に
お
け
る
感

染
事
例
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

状
況
を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
市
民
へ

の
感
染
防
止
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
去

る
２
月
25
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
部
署
間
で

情
報
共
有
や
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
協
議

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
市
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
、
手
洗
い

や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
を
呼
び
か
け
て
参
り

森
　 

建
二
　
議
員

「
台
風
15
号
、
19
号
、
大
雨
に
よ
る
被
害

対
応
と
防
災
対
策
の
見
直
し
」
に
つ
い
て

会派代表質問

創
　
　
　
政

ま
し
た
が
、
こ
の
対
策
本
部
で
の
協
議
を

踏
ま
え
、
今
後
は
よ
り
多
く
の
方
々
に
こ

う
し
た
対
応
に
努
め
て
頂
く
様
、
区
長
回

覧
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
人

混
み
を
避
け
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え

る
と
い
っ
た
予
防
措
置
や
、
発
熱
や
咳
が

続
い
た
際
の
対
応
、
相
談
・
問
合
せ
先
な

ど
の
情
報
と
併
せ
、
随
時
必
要
な
情
報
を

提
供
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
や
関
係
団
体
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、
不
特
定
多
数
の
方

の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
様
な
ケ
ー
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
面
、
市
民
の
皆
様
の
健

康
を
最
優
先
に
、
開
催
を
中
止
、
又
は
延

期
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
事
と
致
し
ま

し
た
。
更
に
、
大
網
病
院
に
お
い
て
も
、

院
内
で
の
感
染
防
止
措
置
の
徹
底
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

未
だ
収
束
に
向
け
た
先
行
き
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し

た
取
組
と
併
せ
、
引
き
続
き
県
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
全
力
を
挙
げ
て

感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
〇
行
政
事
務
の
業
務
効
率
化

（
Ｒ
Ｐ
Ａ
他
）、
〇
次
期
総
合
計
画
策
定
に

つ
い
て
、
〇
第
２
期
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
問
い
質
し
ま
し
た
。

北
田 

宏
彦 

議
員

関
連
質
問

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て　

 

問　

稼
働
中
の
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

と
地
元
区
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

地
元
区
と
の
稼
働
延
長
協
議
の
結
果
、

再
延
長
は
行
わ
な
い
事
を
条
件
に
、
令
和

９
年
度
末
ま
で
の
稼
働
延
長
協
定
が
結
ば

れ
た
。
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
予
定
地
の

選
定
は
、
土
地
利
用
条
件
、
市
民
理
解
度

や
経
済
性
を
考
慮
し
た
最
終
評
価
を
経
て
、

東
金
市
上
武
射
田
区
に
決
定
し
た
。

問　

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
は
、

設
計
・
建
設
費
１
５
４
億
４
千
万
円
ほ
か

地
元
対
策
費
・
用
地
買
収
費
20
億
円
、
そ

の
ほ
か
非
常
用
電
源
、
新
し
い
洪
水
・
浸

水
対
策
、
地
盤
沈
下
対
策
、
現
施
設
の
解

体
費
用
、
資
材
・
労
務
費
の
上
昇
な
ど
総

事
業
費
２
０
０
億
円
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

本
市
の
新
ご
み
処
理
施
設
に
係
る
負
担
金

額
は
い
く
ら
か
伺
い
た
い
。

答　

本
市
の
負
担
額
は
、
総
事
業
費
約
１

６
６
億
円
か
ら
国
の
交
付
金
約
44
億
円
を

除
く
負
担
額
に
、
令
和
２
年
度
の
本
市
負

担
割
合
37
．
４
４
％
で
算
出
す
る
と
、
約

46
億
円
に
な
る
。
総
事
業
費
に
は
進
入
路

整
備
に
関
わ
る
用
地
測
量
、
用
地
費
は
含

ま
れ
ず
、
洪
水
・
浸
水
対
策
、
地
盤
沈
下

対
策
な
ど
の
費
用
も
見
込
ん
で
い
な
い
た
め
、

仮
に
総
事
業
費
を
２
０
０
億
円
と
し
た
場

合
の
本
市
負
担
額
は
約
55
億
円
と
な
る
。

問　

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
過
大
な
負

担
を
背
負
う
こ
と
を
懸
念
す
る
。
総
合
的

に
勘
案
し
て
、
見
直
す
必
要
性
は
な
い
か
。

答
　
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
の
候
補
地
に
お

い
て
も
対
応
は
可
能
で
あ
る
。

問　

再
度
、
借
地
契
約
の
延
長
、
あ
る
い

は
土
地
の
買
取
り
を
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

答　

改
め
て
地
権
者
及
び
地
元
の
皆
様
と

稼
働
期
間
の
延
長
に
関
す
る
借
地
契
約
の

延
長
、
あ
る
い
は
土
地
の
買
収
と
い
っ
た

協
議
を
す
る
こ
と
は
、
大
変
厳
し
い
。

　

総
事
業
費
の
圧
縮
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。　
　

 

　

我
孫
子
市
の
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整

備
計
画
は
、
建
設
に
係
る
概
算
工
事
費
を

約
１
３
０
億
円
と
見
込
み
。
入
札
予
定
価

格
は
、
20
年
間
の
運
営
費
込
み
で
２
４
５

億
７
千
万
円
、
総
合
評
価
方
式
を
採
用
し
、

日
立
造
船
グ
ル
ー
プ
が
施
設
整
備
費
１
０

６
億
円
、
別
途
運
営
費
72
億
円
で
落
札
し

て
い
る
。
落
札
率
72
．
４
５
％
で
、
予
定
価

格
よ
り
67
億
７
千
万
円
削
減
で
き
て
い
る
。 

　

計
画
の
見
直
し
、
建
設
費
・
経
費
の
縮

減
に
向
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
頂
き
た
い
。 

　

こ
の
外
「
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計

画
運
用
基
準
の
改
正
に
つ
い
て
」「
大
網

駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
」「
第
２
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

介護保険料の低所得者向け負担軽減に向けた条例改正案などが審査されました！～常 任 委 員 会 
審査レポート～

　

３
月
５
日
に
議
案
２
件
と
陳
情
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
議
案
２
件
は
、
い
ず
れ
も

原
案
可
決
。
陳
情
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
議
案
５
件
と
陳
情
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
議
案
５
件
は
、
い
ず
れ
も

原
案
可
決
。
陳
情
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
１
号　

経
費
を
節
約
す
る
た
め
に
、

入
札
監
視
の
内
容
を
、
既
存
の
監
査
委
員
の
監

査
基
準
に
追
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
陳
情

【
賛
成
意
見
】

◦
前
回
、
入
札
監
視
委
員
会
設
置
に
関
す
る
陳

情
に
対
し
て
、
既
存
の
監
査
委
員
を
活
用
し

た
方
が
い
い
と
の
反
対
意
見
が
あ
り
、
今
回

は
そ
れ
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
と
の
陳
情
だ

か
ら
賛
成
し
た
い
。

【
反
対
意
見
】

◦
来
年
度
か
ら
の
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会

計
へ
の
移
行
な
ど
に
伴
う
事
務
量
増
加
と
い

う
話
も
あ
り
、
現
実
的
に
は
大
変
難
し
い
。

入
札
価
格
調
査
制
度
な
ど
の
取
組
を
維
持
す

る
中
で
や
っ
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

※
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ
り

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

●
議
案
第
24
号　

大
網
白
里
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

問　

市
民
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答　

低
所
得
者
層
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
内
容

で
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
。

●
陳
情
第
２
号　

小
、
中
、
高
か
け
が
え
な
い

１
１
１
人
の
命
を
守
り
た
い
自
殺
対
策
に
関

す
る
陳
情

【
反
対
意
見
】

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
見
守
り
体
制
の
強

化
等
を
行
っ
て
お
り
対
応
で
き
て
い
る
。

　

美
術
の
時
間
は
情
操
教
育
に
は
い
い
が
、
児

童
心
理
学
に
つ
い
て
、
陳
情
者
の
実
績
が
わ

か
ら
ず
、
実
際
に
取
り
入
れ
る
と
な
る
と
疑

問
な
点
が
あ
り
、い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。

　

３
月
９
日
に
議
案
１
件
の
審
査
を
行
い
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
や
陳
情
を
詳
し
く
審
査
す
る
た
め
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
※
紙
面
の
都
合
上
、主
な
質
疑
、意
見
の
み
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、正
式
な
議
案
名
は
８
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
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北　

田　

宏　

彦

副
委
員
長　

秋　

葉　

好　

美

委　
　

員　

土　

屋　

忠　

和

委　
　

員　

小　

倉　

利　

昭

委　
　

員　

蛭　

田　

公
二
郎

委　
　

員　

黒　

須　

俊　

隆

委
員
長　

岡　

田　

憲　

二

副
委
員
長　

中　

野　
　
　

修

委　
　

員　

引　

間　

真
理
子

委　
　

員　

森　
　
　

建　

二

委　
　

員　

堀　

本　

孝　

雄

委　
　

員　

宮　

間　

文　

夫

委
員
長　

石　

渡　

登
志
男

副
委
員
長　

上　

代　

和　

利

委　
　

員　

林　
　
　

正
清
子

委　
　

員　

山　

下　

豊　

昭

委　
　

員　

小
金
井　
　
　

勉

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

　
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
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